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第第２２回回自自動動車車業業務務委委員員会会開開催催！！  
１０月１日、ＪＲ四国労組は本部会議室にて「第２回自動車業務委員会」を開

催した。経過として、「総合労働協約改訂交渉」について報告。家族手当をはじ

め６項目の前進が図られたとともに、ベ

ースアップや５５歳以降の賃金に対する

考え方も示されたことを踏まえ、各種回

答に対する妥結を承認した。 

その後、年末賞与の要求内容について

協議。現状として、要員不足により定期

便の計画運休が継続する中、収入は事業

計画を下回る水準で推移しているものの、

少ない人員で助け合いながら安全・安心輸送を継続し、直近では９割を上回る収

入が確保されていることを確認。さらには、この間の家族を含めた理解と協力が

あったからこそ、昨年度完全黒字化を果たし、今年度の計画では安定的な黒字計

上という目標に取り組めているということを共有したうえで、最大の課題である

要員不足の解決を図るために、年末賞与を通じた人財の確保・定着につなげるべ

く、要求水準のみならず、結果としても昨年の年末賞与や今年の夏季賞与を超え

られるよう、交渉に臨むことを誓い合った。 

「年末賞与」申し入れ！（別紙参照） 
要求額：基本給額の２.６ヵ月 

支払日：２０２４年１２月６日(金) 
１０月１１日、会社に対して「年末賞与」の申し入れを行った。ジェイアール

四国バスを取り巻く環境は危機的状況から脱した一方で、減便を余儀なくされる

ほどの要員不足が最大の経営課題となっており、依然として厳しい状況が続いて

いる。こうした中、今春闘でのベースアップや夏季賞与がモチベーションの維

持・向上につながっており、安全・安心輸送の確保にも重要であることを強く訴

え、今交渉においても組合員の負託に応えるべく交渉に臨んでいく決意である。 

以 上 






